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業

緙

営

を

そ
.れ
ほ
ど
後
れ
た
段
階
に
あ
る
も
の
と
；は
患
わ
な
か
づ
た
'°

政

府

の
.

そ
れ
'̂
'

願
っ
た
。

>

If

画
ば
放
牧
地
を
農
業
経
営
で
重
く
み
な
：い
こ
と
：に
結
果
し
た
。.：
し

か

し

現

実

|

'

:
.!

追
記
本
稿
^

作
成
に
曝
レ
て
は
丰
に
^

^

贫

を

^

^-
ィ
を
日 

:
に
共
网
地
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
'-
-
:
'
:と
れ
を
ー
'

举
に
奪
お
ぅ
と
す
る
時
、
..
関
係 

者
の
反
対
も
強
か
っ
た
々：

問
題
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
が
執
換
に
干
拓 

を
計
画
し
，な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
糖
極
的
な
越
由
に
あ
っ
.

た
。
事
実
に
お
'い
て
王 

は
土
地
©

造
成
で
干
拓
に
す
べ
で
を
か
げ
て
ぃ
た
。；1

体
何
に
ょ
：,0
て

か

。
-
.
こ

れ
は
当
時
地
主
制
拡
充
の
過
程
を
通
じ
土
地
を
追
わ
れ
？
生
活
の
資
の
压
倒
的
' 

部
分
を
貨
労
働
，ぬ
求
め
ふ
者
の
数
が
急
増
：
王
ば
と
れ
ら
，の
人
：々
の
：立
場
も
勘 

考
し
な
け
れ
ば
：な
ら
な
.
い
こ
と
が
ら
起
ネ
た
。
:-
'
:
,い
わ
^
耕
地
め
造
成
で
と
れ
ら 

無
産
者
を
：ラ
ブ
ル
I

ル
化
し
よ
^

と
い
ぅ
の
で
お

つ

た
。
ラ
ブ
ル
I

ル
と
な

つ 

た
.曝
、.
彼
は
確
実
处
担
税
者
た
り
得
る
彳
王
は
そ
ぅ
し
た
担
税
者
：の
存
在
に
跃
. 

権
め
絶
対
的
安
定
を
.託
そ
ぅ
と
，し
た
の
で
あ
っ
た
。
〒
^

に
対
す
‘

芏
の
姻
， 

:
は
高
か
：？
た
。.
ヒ
れ
は
ま
た
そ
の
反
面
に
お
い
て
地
主
制
が
当
咏
い
よ
い
よ
強
.：： 

固
だ
#

在
と
な
つ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
に
ほ
：か
な
ら
な
1̂
'

。
，
村

：の

過

剰

人

.
ロ
'
: 

を
い
か
に
U

て
も
土
地
に
^

着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
K

実
に
王
は
：干
拓
で
：

..des' ten-es.'incultes^

l
a
»
n dn>l

erncien 

r<B
'
g
i
m
e
,
: 

R
&
m
e
.

 

.d*Bi$topn 

.
.
^
b
n
o
^
g
u
e

 

et ..socide, .
x
c
*

 

A
n
n
^
e

,19
2
3

'
n
0 1

.
p. 

6
2

—

00
1
:に
.お
う
® 

ぐ
ヴ
事
例
は
^

べ
て
そ
と
ぬ
佩
い
だ
ノ
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
権
力
を
ど
う 

■'
規
定
す
る
：か
。

—*
般
に
：は
'こ
れ
を
絶
対
主
義
と
.し
、
そ
の
均
衡
的
性
格
が
®
 

視
ざ
れ
て
•来
た
。
_
r体
い
■か
な
る
勢
力
を
調
和
さ
.せ

る

こ

と

..に

政

治

の

目

標 

が

置

か

：れ.て
い
た
の
が
。
十
八
：世
紀
フ
.ラ

シ
ス
，
農

業

史

の

展

開

の

な

'
か

で

と 

れ
を
.捕
捉
す
る
と
.い
：う

観

点

か

ら

素

林

.を
整
理
し
.た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
開 

、ぃ
':
:

^
で
政
府
は
：地
主
勢
力
の
.拡
充
を
支
持
し
た
。.

し
か
.し

r

方
干
拓
で
は
地
主 

:

-.
.
.
:勢
カ
の
抬
頭
€»
.
-な
か
で
：広
ぐ
生
み
落
さ
れ
た
マ
，ヌ
ブ
リ
ヱ
の
罾
趴
を
め
ざ
し 

マ
' 
禿
。
：
当
時
.：マ
ヌ
：ブ

：リ

：エ
：
は

兼

農

七

し

て

群

生

し

，た

。

五

は

干

拓

で

そ

の

堪

農
 

化
を
狙
う
。'
.
.
.
し
：か
も
.；

|

:挙
に
こ
.れ
を
果
そ
.う
と
し
た
。
.そ
し
て
結
局
こ
れ
ら 

.,

両
者
の
均
衡
に
絶
対
政
府
は
経
済
の
安
泰
を
狙
つ
ハ
た
の
.で

は

あ

る

，
ま

い
.か

。

学

展

望

世

界

貿

易
.の「

進
路

—

国

際

経

済

学

会

第

ニ

十

三

回

；

'

:
'

:

全

国

大

洚
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.
•覚

書

‘

:
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.

：.

:
:
,

国
際
経
済
学
会
第
二
十
三
回
全
国
大
会
は
、

一
九
六
四
年
十
f

l

一
日 

.

三
H

'(

土)

の
両
日
に
わ
た
り
、
景
勝
の
祌
戸
大
学
で
開
催
さ
れ
、
，
全
国
各
地 

か
ら
多
数
め
激
心
な
会
員
を
あ
つ
め
て
盛
会
を
き
わ
め
.た
。

大

会

第

.
ー
日
の
午 

•B
I
J
は
，：！
n
tt
l

論
題
の
報
告
会
に
あ
て
ら
れ
、
一.一
，一

つ

の

分

科

会

に

お

い

て

八

名

の

報

. 

告
者
が
.
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
研
鑽
の
—*

端
を
披
露
し
た
。..同
日
午
後
よ
り
第
二
日 

.
午
^

に
ヵ
け
て
.
共
通
論
題
の
報
告
会
■
に
入
り
、

六
名
の
#

々
た
る
.報
告
者
が
.. 

「

批
界
質
易
の
進
路」

を
；め
ぐ
る
諸
.問
題
を
論
じ
た
。
第
二
日
午
後
は
：大
会
の 

山
場
と
も
い
.
う
べ
き
共
同
討
論
会
に
あ
て
ら
れ
、
上
.の
六
つ
の
研
究
報
告
を
中 

心
に
活
発
な
論
議
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
.0
'

:

'
こ
こ

で

は

、
.
自
由
論
題
の
多
岐
に
わ
た
石
報
告
内
容
は
_

ー''
.切
割
愛
し
、，
大
会 

.

.
の

共

通

論

題

た

る

「

世
界贸
易
の
.進

路」

，に.関
し
て
、.
.
.あ
ら
ま
.
し
ど
.
の
よ
.う
な 

1

告
が
お
こ
な
わ
れ
，
ど
の
よ
う
な
論
調
が
注
.
H

さ
れ
た
か
を
、

ー
個
の
大
会 

.出
席
者
め
立
場
か
ら
要
約
し
、
論
評
す
A

こ
と
に
し
た
い
。

'

学

.
界

展

.望

•

〔

一〕

.'

■ 

■ 

; 

.

.

. 

.

.

.

. 

•

.

，共
通
論
題
の
も
と
.
の
.
小
論
題
、
分
担
報
告
者
、
お
ょ
び
予
定
^
論
者
は
つ
ぎ

-

の
と
お
，

C
v

で
あ
つ
た
。

⑴
.「

-1
1
1
:界
^

^

の
趨
勢
丨
回
顧
と
展
望」

、

赤
^

要
®

犬)

、
■〔

吉
田
義
三 

0
K

坂
市
大)

：

〕

':
:.
'

S
「

世
界
贸
易
の
動
向
と
東
西
贸
易」

、

木
下
悦
ー
一(

九
大)

、
' C
野
々
村
一 

.
雄
'(

一
：橋

大

)
〕

，
.

：

. 

V
.

;

⑶
'
:「

南
北
質
易
拡
太
.の
た
：め.の
二
提
案」

、
小
島
淸

(

一：
橋

大

)

、〔

天

野

明 

.
弘

(

神
戸

大

)〕

;■
;

'

. 

V 

.

^

■■
'
.

「

地

繞

合

一

一

瓦

起

亡

を

中

心

と

し

て

！

」

、

片

.譲

ニ
 

(

関
西
学 

院
大)

、
，〔

行
沢
健
1

5

京
大)

〕

ぺ
,

(5
)

.「

国
連
質
易
開
発
会
讓
の
課
題」

、

大
来
佐
武
.
郎

(

日
本
経
済
研
究
セ
ン 

:
タ
丨)

、
-:〔

原
覚
天

(

関
柬
学
院
大)

〕

：〕

' 

.

(6
)

/「

日
本
の
贸
易
の
進
路
松
井
清

(

京
大)

、〔

白
石
孝

(

慶
大)〕 

，
以
上
の
ぅ
ち
、
⑴〜

⑶
、の
，小
論
題
は
第一

日
午
後
に
、
⑷〜

(6

)
の
小
論
題
は 

第
二
一
日
午
前
；に

報

告

さ

れ

、
：
報

告

者

と

，予

定

討

論

者

と

の

一

对

—*
の

応

酬

を
ふ 

く
む
共
同
討
論
.
は
第
二
日
午
後
に
ま
わ
さ
れ
た
。
：な
お
、
共
同
討
論
会
の
座
長 

は
、
：名
和
統一 

(

大
阪
市
大)

、
山
本
登
8

大)

が
つ
と
め
た
。

■圓

....■.... 

- 

.

.

.

. 

- :

.

.

■

.

〔

ニ〕

-:
. 

v

〔

二
ー
.一

V
 

"藤
井
茂
教
授
を
中
心
と
す
る
祌
戸
大
学
グ
ル
ー
プ
に
ょ
つ
て
作 

ら
れ
た
共
通
論
題「

世
界
質
易
の
.
進
路」

'

は
、
.

そ
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
に
若
干」

:
 

一
一
一

(

一o

 

五
--)

.



の」
開
題
は
あ
る
：に
し
て
も
、.
.
い
ち
お
ぅ
時
宜
を
得
た
.も

の

で

あ

り

、

そ
の
.内

容 

も

が
‘
.い
し
，
て
.適
切

に".編

成

さ

れ.て
'
い
，
た

，
と

い

え

る

°
.

第
一
.
日
に
：報
告
さ
れ
た
⑴ 

，

〜

⑶
の
小
論
題
は
フ
世
界
貿
易
の
進
路
を
パ
处
西
方
八
資
本
主
義
諸
層
へ
内
部
の 

贸
易
、
⑵
菜
西
嘴
易
，
：：(3
)

南
北
貿
易
、へ
と
：い
う
三
つ
“

の
観
点
か
ら
展
望
し
、「：

第 

ニ
日
に
報
告
さ
れ
た
⑷
ト
(6
)

の
小
論
題
は
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
重
要
と
目
さ 

れ
る
特
殊
な
問
題
を
、
(4
)

_
地
域
統
合
，

.(5
)

国
連
貿
易
開
発
会
議
、
(6
)

,

日
本
の
貿
. 

易
，
と
い
う
三
点
：に
し
ぼ
：：っ
て
究
明
.し
：よ
う
と
す
'
る
も
の
で
あ
：る
。
.報
告
者
の 

人
選
も
大
体
適
材
適
所
を
得
て
：い
：た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

，
：

,

V
 

C

ニ
ー
ニ〕

：
第
ナ
日
の
報
告
：に
み
ら
れ
た
、
‘世
界
貿
易
の
将
来
を
の
ぞ
む
巨 

视

，

的
展
望
の
莲
調
を
把
握
す
4

た
め
、

一
一

一
報
告
者

の

，

論
旨
を
ふ
り
か
え
る
ご
と 

か
ら
は
じ
め
よ
う
。
V 

' 

:

.

.■

.

.
■
;

,

ま
ず
赤
松
要
氏
は
、：

戦
後
ア
メ
'

リ
.
ヵ
'
に
生
じ
た
.
大
規
模
な
技
術
革
新
が
そ
0.
. 

後
し
だ
い
に
3

丨
ロ
'

ッ

パ
■■

日
本
に
波
及
し
、
そ
こ
で
の
誘
発
的
革
新
を
通
じ 

て
そ
れ
ら
地
域
の
復
興
と
繁
栄
に
槓
杆
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お 

い
て
世
界
経
済
の
同
質
化
を
醸
成
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
従
来
の
自
説
を
ふ
た
た 

び
確
認
す
る
。
こ
ぅ
し
た
同
質
化
の
浸
透
は
世
界
的
デ
7

レ
.
の
地
雜
と
な
る
。
 

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
盤
はi

九
六G

年
代
の
後
半
に
な
る
と
徐
々
に
露
呈
し
、
 

デ
フ
レ
の
潜
在
的
傾
向
が
顕
在
化
し
.
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
.

そ
の
こ
.と
の
，証

左
.
と
し
て
赤
松
氏
は
、
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
の
長
期
資
本
流
出
の 

増
大
傾
向
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
に
お
け
る
ィ
ン
フ
レ
.
の
出
現
-̂

指
摘
.す
る
。
 

前
者
は
、
ア
メ
リ
ヵ
.
で
.
自
発
的
革
新
が
頭
う
ち
に
'
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
、
 

後
者
は
、
，ョ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
で
誘
発
的
革
新
が
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ 

と
を
示
す
。
技
術
革
新
の
也
成
と
波
及
が
持
続
す
る
か
ぎ
り
.
、
' 

革
新
投
資
の
需

N
:

 

ニ

：(
1
0

五
ニ)

'

.

.

.

.

 

.
 

-

•

>
 

.
 

• 

要
効
果
辨
そ
.0

供
給
効
果
を
9

ね
に
：
ッ

ー

ド

し

、
_.
ア

フ

レ

傾

向

の

発

生

す

る

余

，
地

は

な

い

が

、

:

ひ

と

た

び

始

発

的

取

新

が

衰

微

し

、

•■
'
.
'■そ

の

波

及

が

い

き

つ

く

と

.

こ
ろ
ま
で
：い
く
と
世
界
的
デ
フ
レ
.
が
：表
面
に
出
て
く
る
。
ア
メ
リ
ヵ
の
ド
ル
防

衛
政
策
、
:

ョ
ー
ロ
ッ
。<

,
日
本
の
.構
造
的
引
締
政
策
を
契
機
に
罾
ホ
の
国
際
移

動
が
緩
慢
化
し
てv

る
：と

す

れ

ば

、

そ

，
の

と

き

茁

新

投

資

の

，
需

耍

効

果

は

漸

く

後
退
し
、
.

か
わ
っ
：て
そ
の
供
給
効
果
がI

:

挙
に
前
面
に
お
し
出
さ
れ
る
。
す
な

わ

ち

、
.

世

界

的デ
.： N

レ
が
到
来
す
る
。
.氏
は
そ
の
時
機
を
一
九
六
〇
年
代
後
半

と
.
指
定
す
る
の
で
あ
る
。
.
，
.
'
'
' 

/
,

具
体
供
^

は
、‘
：「

輸
入
代
替」

な
い
.
し
"

「

代
替
輪
入J

の
進
行
を
通
じ
て
、

資
本
主
義
諸
国
、
'；
--
'

と
く
に
ア
メ
リ
力
の
輸
出
に
対
す
る
世
界
需
要
の
鈍
化
、
国

際
競
争
の
激
化
が
も
た
.ら
.さ
.れ
る
C

と
が
®

要
で
あ
る
。
..
こ
の
よ
う
に
、
世
界

経
済
の
同
質
化
局
面
に
あ
っ
て
は
、
市
場
，の
狭
隘
化
を
迤
盤
と
し
て
輸
入
代
替

と
代
替
輸
入
の
：.「

代
替
的
相
勉」

.
が
深
刻
化
す
る
結
果
、
保
護
貿
易
政
策
が
拾

頭
：せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
基
底
的
諸
条
件
に
新
し
い
変
化
の
な
い
か
ぎ

■

り
、
：近
い
将
来
に
お
い
.

て
自
由
質
易
の
：規
制
を
ふ
く
む
世
界
貿
易
新
秩
序
形
成

へ
：の
動
き
が
活
発
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
氏
の
見
と
お
し
で
あ
“

0*

(
*

 

)
「

代
替
輸
入
.1

と
は
、.
輸
入
に
よ
る
国
内
生
産
の
代
替
を
意
味
す
.る
赤
松

.

氏
の
造
語
で
あ
る
。「

輸
入
代
替」

の
逆
語
と

解
し
て
よ
い
。

(
*. *

 

)

赤
松
氏
の
最
近
の
論
作
中
と
く
に
つ
ぎ
の
：も
の
に
上
の
よ
う
な
見
解
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。「

世
界
経
済
拡
大
の
方
向J、

世
界
経
済
評
論
、
第
九
卷

.
，第
九
号

(

一
九
六
四
，
九)

、
四〜

八
頁
。

木
下
悦
ニ
氏
は
赤
松
氏
の
描
い
た
資
本
主
義
世
界
の
未
来
図
を
い
ち
お
う
承 

認
し
、
そ
こ
に
西
方

(
先
進
資
本
主
義
諸
国)

の
侧
か
ら
す
る
東
西
質
易
振
興
の

動
機
な
い
し
素
因
を
.見
出
そ
う
と
す
る
。
他
方
■東
方

(

社
会
主
義
諸
国)

に
お
い 

て

も

中

ソ

，対

立

、

凶

作

，

化

学

エ

業

ほ

罾

の

増

勢

な

ど

東

西

貿

易

拡

大

へ

の

契 

機
は
そ
ろ
っ
て
お
り
、
!
束
西
貿
易
の
重
要
性
は
将
来
盡
す
ま
す
無
視
し
得
な
く 

办
る
形
勢
.に
あ
る
。
さ
.ら
に
、
‘
衆
西
贸
易
と
い
，.
'5
.
-場
合
と
べ
に
注
目
す
べ
.き
要
.
. 

素
と
しV

，
:

近
年
急
増
傾
向
に
あ
る
東
方
と
低
開
発
諸
国
と
の
貿
易
を
あ
げ
な 

く

て

は

な

ら

な

い

。
，
.
両

者

の

あ

い

 

>た
の
貧
易
.
.提
携
関
係
は
、

「

国
速
質
易
間 

.

発
会
_

」

な

ど

に

み

ら

れ

る

南

北

問

題

の

解

決

の

^'
向

に

大

き

な

影

響

を

及

ぽ 

す
と
と
が
期
待
さ
れ
を
0

,
こ
う
し
て
、
■-
'
■

柬
西
貿
易
は
羝
北
質
易
■>

：
不
可
離
：の
断 

速
姓
を
保
，ち
.つ
っ
世
^

贸
易
の
進
路
を
す
く
な
か
ち
ず
規
制
す
る
要
因
と
な
る
. 

.

.に
ち
力
V

な
い
。-
以
上
が
本
下
.̂

の
'
報
告
の
も
.
っ

と

も

：簡

単

な
#■
■
約

で

あ

る 

が
、.
微
細
に
た
ち
入
る
必
要
ば
'あ
.
る
ま
い
.0
:
- - 

v

 

.
:■

,

小
島
淸
氏
の
分
担
論
題
は
ぐ
お
.ぞ
らV

南
北
質
易
の
展
望
と
.
い
う
^

と
で
^

-P

た
：と
思
讲
K

る
が
、，.
：む
し
ろ
氏
は
端
的
ね
.
：：

「

南
北
賢
易
拡
大
の
.
た
め
の
，一g
 

案
ド
を
う
お
出
す
こ
と
に
よ
.っ
て
貴
を
は
た
ず
こ
と
を
嚴
ん
：だ
。；_
そ
.
の
-:
提
案 

.

.の
内
.容

は
■
氏
の
へ
セ
ン
セ
丨
シ
与
ナ
t

ゼ

シ
'
.ョ
ン
へ.に
'
よ
.0

て
す
.
で
：に̂

く
.知
.
.
. 

ら
れ
て
い
る
の
で
：-
:

:

こ̂
;

で
は
そ
の
核
心
だ
げ
を
氛
描
す
る
に
と
.
ど
.
办
た
い
。
へ 

V

 

(

ホ
-

厂
た
と
え
ぱ
つ
ぎ
を
参
黯
さ
れ
た
い
^

低
開
発
国
の
贸
易
卜
ニ
つ
九
六
西

:'
^
 

ぐ.:;
,

ー-と
ぐ
£

.

:
三
九
.

〜

.；ー
：
.

2

四
>|
。

. 

.
■'.'
く'
.
'
一.
:.
.
::
'■
•

.

一：.，
第
-

提

案

は「

直

接

的

生

産

S

的
援
助
ド〈

D

P

:

A

)

^

唱
導
す
を
も
の
e

.ち 

る
。-
:そ
の
#

子
は
ィ
：'「

|

十
年
間
ば
'

低
開
発
国
開
発
、
.ひ
い
て
は
低
開
発
翼
へ 

.

ベ
の
.援
助
め
重
腐
を
直
接
的
生
產
有
的
办
方
向
に
き
り
：か
え
る
べ
き
で
ぁ 

と
い
う
.
こ
本
に
'
つ
き
^

.

:

.具
体
的
措
&

'.
^

1

:
例
：と
:̂

て
、
:'
;
'
小
島
片
は
年
間
ニ
五
：
,

 

億
ド
ル
相
绉
领：

の
’
5

:核
的
齊
本
財
め
贈
与
の
：氣
合
を
と
0.
ぁ
げ
る
'9

^
,
,
£
れ 

:

:

:

.
学
；
界
，
.
展
：.
_

v

:

:.

ば
.'

こ
の
赠
与
の
：結
果
、
,.
低
開
発
国
に
対
す
る
民
間
外
資
流
入
額
は
誘
発
的
に 

年
間
五
〇
億
ド
ル
ま
で
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
両
者
を
あ
わ
せ 

. 

'て
低
開
発
国
へ
の
投
資
総
額
は
第」

•：次
的
に
年
間
七
五
億
ド
ル
の
増
加
と
な
る 

が
，
.

こ
れ
が
加
速
度
効
果
、
，乗
数
効
果
を
通
じ
て
究
極
的
：に
は
先
進
国
の
資
本 

財
部
門
に
対
す
る
年
間
一
一
五
〇
億
ド
ル
の
需
要
増
加
と
な
つ
て
は
ね
か
え
つ
て 

.

.<-
:

各
。'.
そ
0

結
果
.、；
先
進
国
の
；産
業
構
造
は
ー
次
產
品
部
門
输
小
、
資
本
財
邰 

門
拡
大
、
と
い
う
望
ま
し
い
方
向
へ
調
整•

転
換
ざ
れ
、
；
低
開
発
国
の
一
次
産
，
 

品
輸
出
.
に
.

ョ
リ
大
き
な
市
場
を
提
供
す
？)
-

こ
と
に
な
_
る
-°
.
他

面

低

開

発

国

に

お 

_

い

て

は

、

：：

年

間

七.五

億

ド.
ル

の

外

資

流

：入

に

刺

激

さ

れ

て

年

間

五

〇

億

ド

ル

，の 

現
地
資
本
が
あ
ら
た
に
.投
資
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
合
計
ニ
|
五
億
ド
ル
の 

.

資
本
が
輸
出
向H

業
の
創
設
、
.
合
理
化
、
拡4

<
に

利
用
可
能
と
な
る
。
か
く
て 

屮

年

傲

低

開

発

国

め

製

品

輸

出
.は
、_
0

p

A

の
な
い
場
.合
に
く
ら
ベ
て 

す
く
な
く
と
.%

ー.
ー
 

ー0

億
ド
ル
0

增
加
を
き
た
し
、
そ
の
国
際
収
支
の
危
機
：枕 

成
.功
裡
に
回
避
さ
..れ
る
で
.
あ
ろ
う
。
.
.こ
め
よ
う
に
“

：
D

p

A

は
先
進
国
に
は
資 

本
財
の
市
場
姻
大
、
■■
'
.
:
.低
湖
発
国
に
は
エ
業
化
に
±,

る
飛
躍
を
約
束
す
る
も
の
.で 

.

あ
.
る
。
こ
う
し
た
効
采
は
、；'
従
来
.の
ィ
-V

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
：ァ
効
果
や
人
道 

主

義

的

：な

食

糧

援

助

'に
ば
す
べ
て
期
待
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
:0■

パ
小
島
氏
の
.
第
T

I

案t
r

.海
外
投
資
促
進
の
た
め
の
国
際
流
動
性
増
強
を
ね 

-

,ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。，
- -

の
提
案
も
づ
ぎ
の
よ
5-
;
'に
数
字
例
を
用
い
て
た 

-<
:

冬
に
.
説
明
さ
れ
る
ゾ
<

:

:
谷
、:
0 ,

三
国
を
想
定
す
る
。
..
:

い
.
ま
八
国
が
3

.国
へ 

1

Q

億
ド
ル
の
資
本
货
付
を
与
え
る
も
の
七
ず
る
。
..

こ
れ
に
よ
つ
て
丑
国
は
入 

;
国
か
办
八
億
ド
ル
：相
当
額
ぬ
輸
入
を
あ
ら
た
に
お
こ
な
.1
>

、
残
り
ニ
億
ド
ル
は 

こ
れ
を
0

:
国
か
ら
の
輸
入
増
大
に
あ
て
,
る
も
の
.と
す
る
。.
こ
う
し
た
B

国
の
行

1

_

三

(

ー
〇
五
三〕

.

.



動
は
、
そ
れ
が
新
資
金
の
効
率
的
使
用
を
意
味
す
る
か
ぎ
り
積
極
的
に
是
認
さ 

れ
な
く
て
.
は
な
ら
な
い
。
と
こ
.
ろ
が
、
A

国
は
、
C

国
に
対
す
.る

輸

出

.を

こ

億 

「

ド
：ル
相
当
額
だ
け
：増
大
し
な
い
か
ぎ
り
、，.：ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
1

困
難
に
.
：お
ち
い
'る 

，こ
と
.に
な
る
::
0

-

の
A

国
が
か
^

に
；ア
メ
‘:y
-
'
,力
：で
.あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
'1

:

 

ル.
危
機
を
意
味
す
名
：の
で
，現
在
.の
国
際
通
貨
制
胄
.'€
>

〒
で
ば
当
初
の
、
 

A-

国
か
ら
B

国
べ
：の
資
本
貸
付
は
き
び
し
く
抑
制
さ
れ
.?
)

か

、

タ

ィ

ド;•
ロ
一 

ン 
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

る

。'

','-

こ

-ぅ

し
た
困
難
を
打
開
す
る
：
 

た

め

に

溱

出

ざ

れ

：た
の
が
こ
の
第
一
：一
提
案
で
あ
る
。
，
提

案

に

よ

る

と

、
'
.
上

の

設 

例
.
で
：受

資

国

た

る
$

国
は
0-

国
.
へ
の
買
付
予
定
額
の
増
分1:

一
億
ド
ル
を
ひ
と
ま 

ず
I

M

F

へ
預
託
し
、'
レ
シ
ト 
>

,ド
ル
，
の

認

定

を

受

け

、
：
そ
の

''0

ち
こ
の
レ
ン 

ト

，
ド
ル
を
用
>

て
0

国
へ
：の
輸
入
支
払
に
.
あ
て
る
こ
.
と
^

な
：る
。
.

レ
シ
ト
.'; 

ド
ル
は
0

国
の
宇
中
に
ヶ
；：つ
る
が
、.
0

国
が
国
際
収
支
黒
字
国
た
る
；か
ぎ
り
こ 

れ
.を

金

と

：交

換

し

，た

り

、

他

国

へ

の

支

払

に

あ

.て

る

こ

と

は

で

き

な

い

も

の

と 

す

る

。.
か

く

てA

国
.
は

金

流

出

を

：ま

ぬ

が

れ

る

こ

，
と
が
で
：き

る

。

そ
の

.
上
、
.

C
 

国

が

レ

ン

ト

，
ド
ル
，
の

保

有

を

き

^

つ
て
国
際
収
支
均
衡
化
の
，た
：め
の
施
策
を
. 

講
ず
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
一
種
の
収
支
調
整
メ
力
一
二
ズ
：ム
す
ら
ビ
ル
ト
.•
■

ィ
ン
；
 

:さ
れ
て
.く
る
。
こ
ぅ
し
て
、
.

授
資
国
た
る
<
国
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
困
難
を
緩 

敢
し
、
さ
ら
に
は
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
:'

八
国
か
ら
异
圉
へ
の
資
本
貸
付
を
：
 

容
易
化
し
.
た
り
ァ
ン
タ
ィ
K

:^
し

た

り

し

得

る

と

い

う

点

に

こ

の

提

案

の

眼

目 

が
あ
る
。：な
.お
、

' 

上
の
設
例
で
は
授
資
国
は
<

国
の
み
で
あ
り
、
：
レ
ン
ト
，
力 

レ
ン
シ
ー
は
ド
ル
だ
け
と
な
つ
，て
い
る
が
、
..実
際
に
は
複
数
の
授
資
国
と
複
数 

の
レ
ン
ト>

 

力
.

レ
ン
シ
ー
を
想
宠
し
.
得
る
の
-
で
、

提
案
の
'
実
現
性(

国
際
協
調 

の
可
能
性)

は
.
そ
れ
だ
け
高
め
ら
れ
る
も
の
.と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。：

S

 

-

5

1

■

■■
■
:

以
上
：の
.

一：；一 :

提
案
は
、
は
じ
め
独
立
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
進
国 

の
対
低
開
榮
国
- ^

助
' ©

効
果
を
強
め
■る
と
.
い
5.

目
的
.に
関
す
る
.
か

ぎ

り

.相

互

補
 

完
的
な
機
能
を
賦
与
ざ
れ
て
い
る
。，

C

れ

ら

，
一
？
一

 

提
案
の
合
作
を
通
じ
て
、
砠
開 

(

発
国
の
：急
速
.な
開
発
を
促
進
1.

、
ひ
.い
て
は
南
北
質
易
の
拡
大
を
実
現
し
よ
う 

と
い
う
小
島
氏
の
雄
勁
と
.も

.
い

え

る

ヴ

ィ

ジ

3

ン

は

、',
赤

松

氏

の

ひ

い

た

世

界
 

貿
易
の
停
滞
化
.1

世
界
的
デ
フ
レ
の
到
ま
と
い
.

う
悲
観
的
構
図
の
実
現
を
回
避 

,
す
る
た
：め
の
新
.し
：い
政
策
志
向
を
大
胆
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

:

.

〔

ニー

三〕

一：

第

1
|

日
の
三
'

つ
の
報
告
は
，.
そ

れ

ぞ

れ

重

要

な

問

題

を

'と

り

あ 

.

げ

て

は

い

る

，が

、
：さ

き

に

C

ふ
れ
た
よ
.う
に
問
題
の
性
格
が
や
や
特
殊
で
あ
り
、

.

そ
©;

特
殊
性
が
報
告
に
お
い
.

て
.か
な
ら
ず
む
も： 一

般
性
の
次
元
に
ま
で
高
め
ら 

^

な
か
づ
た
た
め
，
の
：ち
の
共
同
討
論
で
も
充
分
論
議
の
.
対
象
ふ
な
ら
ず
、
大 

会
の
論
調
や
共
通
論
題
.
の
：要
求
.か

ら

い

..く

分

遊

離

し

た

位

置

を

し

め

た

よ

う

に
 

思

わ

れ

石

。
'
.丄
_

た
，が
っ

，
て

こ

こ

で

，

も
最
少
限
の
言
及
に
と
ど
め
れ
ば
足
り
る
で 

あ
ろ
う
。:

.'
-

片
山
謙
一
一
'

氏
の
地
域
統
合
の
分
析
は
、

農
富
な
統
計
資
料
.を
駆
使
し
て
、
 

E

E

C

，.
E

F

T

A
、、
お
よ
び
ム
入
ド
で
<
が
世
界
貿
易
の
進
路
に
及
ぼ
す
影 

響
を
区
々
.に
追
求
し
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
地
域
統
合
の
成
立 

後
、
.

日
の
浅
い
と
と
な
ど
の
困
難
の
た
め
に
、き
'
わ
め
て
暫
定
的
、不
確
定
的
な 

.
結
論
し
か
得
ら
れ
な
い
で
終
っ
て
'
い
る
。
す
な
わ
ち

、

そ
の
分
析
結
果
の
示
す 

と
こ
ろ
で
は
、、
た
と
え
ば
3

E

E

C

を
中
心
と
す
る
’地
域
統
合
の
形
成
上
発
展 

は
全
体
と
し
て
の
世
界
貿
易
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
、
问
統 

合
が
外
部
世
界
に
対
し
て
あ
る
種
.の
差
別
効
果
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
 

そ
の
あ
ら
わ
れ
方
は
統
合
の
種
別
.
に
よ
つ
て
異
な
り
、：
そ
の
大
き
さ
に
つ
い
て

は
ま
.だ
明
確
な
こ
と
が
い
え
な
い
、
な
ど
の
控
え
@.

な
示
唆
が
得
ら
れ
る
に
す
' 

ぎ
な
い
。

.

大
来
佐
武
郎
氏
は
、
，
政
府
代
表
と
し
て
先
般
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
か
れ
た
国
速 

贸
易
開
発
会
議
に
出
席
し
た
立
場
か
ら
，
そ
の
背
景
、
概
要
に
つ
い
て
手
ぎ
わ 

■

の
よ
い
解
説
を
与
え
た
•

の
ち
、
と
く
に
日
本
が
今
後
の
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ 

る
べ
き
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
ら
の
諸
点
は
つ
ぎ
の
五
つ
.

の「

必
要
性， 

に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。S

世
界
経
済
の
円
潜
な
運
営
、：そ
し
て
低
開
発
国
の
：
 

急
速
な
開
発
に
裨
益
す
る
よ
う
な
日
本
独
自
の
提
案
を
次
回
の
！：3
:

2

;

0丁
入
0
 

ま
で
に
用
意
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
问
そ
の
^
、
日
本
の
よ
う
な
中
進
国
の
経 

済
^

!

矛
害
を
I

力
.
に
そ
.
こ
.に
織
り
こ
ん

'

で
.

い
'く

か
.
に
つ
い
て
、.：..も
.つ
と
，

「

つ
き
. 

つ
め
た」

考
え
方
を
練
り
上
げ
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
、
H

対
低
開
発
国
の
貿 

易
に
あ
る
程
度
長
期
的
な
計
画
性
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
、.
㈡

低
開 

発
国
援
助
に
関
し
て
も
長
期
計
画
を
作
成
ハ
整
備
し
、
援
助
額
の
漸
次
的
増
大 

を

は

が

る

こ

，と

の

必

要

&

、
劬
そ
の
際
、
援
助
を
商
業
採
算
の
.
基
礎
の
上
.に
お 

い
.
て
考
え
る
習
慣
を
あ
ら
た
め
、
世
界
的
な
所
得
苒
分
配
政
策
の
一
：環
上
し
て
. 

.m

握
す
る
.
立
場
に
き
り
か
.
え
て
；い
.
く
こ
と
.
の
：必
要
性
。

.

:

■
最
後
に
、
松

井
清
氏
の
.#

告
は
世
界
質
易
の
帰
趨
と
い
う
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の 

な
'
か
で
白
本
の
:®

易
の
進
路
を
望
見
す
み
と
；..い
；う
..重

要

な

課

題

に

，こ

.
：た

え

る

こ
. 

と
が
期
待
さ
れ
た
.
が
、
，
氏
は
こ
，れ
を
正
商
か
ら
と
り
あ
げ
る
こ
.
と
：を
避
け
、

た 

九
六
四
年
度
経
済
白
書
お
よ
び
通
商
白
書
に
み
ら
れ
る
主
張
の
批
判
的
考
察
を 

通
じ
て
責
の
：..ー
端
を
ふ
さ
^

結
果
に
：せ
ん
じ
た
。
：
両
白
書
ば
日
本
貿
易
の
.
進

路
.
. 

々
開
放
体
制
へ
.

の
.
移
珩A

J

し
て
と
ら
え
、
.

輸
出
中
心
型
経
済
発
展
へ
の
.
途
を
説
- 

:

い
て
い
る
。；.
氏
は
甴
書
の
あ
げ
る
？
.

3

国
際
分
業
の
利
益
、.
问
競
争
め
利
益
、
'. 

:

-

.

:
学

：.界
:;
:

;
展
ノ
望
;

■

.

.

.

H

大
規
模
生
産
の
利
益
な
ど
開
放
体
制
の
諸
利
益
を
い
ず
れ
も
皮
相
視
し
、
無 

制
限
：な
自
由
貿
易
が
生
み
出
す
弊
害
面
に
注
意
を
換
起
す
る
と
と
も
に
、「

開 

発
主
義」

の
立
場
か
ら
輸
出
中
心
型
発
展
，の
教
義
に
も
異
を
.
唱
え
る
。
さ
ら
に 

松
井
氏
は
、.
.
将
来
日
本
の
輸
出
市
場
と
し
て
、
低
開
発
諸
国
、
と
と
に
社
会
主 

義
儲
国
の
比
重
が
高
ま
る
こ
と
を
予
想
し
、
そ
の
点
か
ら
も(
極
度
に)

単
㈣

 

な
開
放
体
带
論
に
：
一
矢
を
-^

べ
.
い
.
た
.
感
が
あ
る
°

.

〔

三〕

•

* 

-

〔

三—
一 :.〕

.

前
節
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
六
つ
の
研
究
報
告
を
.
f
っ 

て
、
.

大
会
第
二
日
の
^.

後
兴
同
討
論
会
が
開
か
れ
た
こ
と
は
す
で
に
の
ベ
た
と 

お
り
で
あ
る
。
討
論
会
は
ま
ず
報
告
者
と
予
定
討
論
者
と
の
間
の
一
対
一
の
論 

軟
で
は
じ
ま
り
、'.
そ
.の
の
ち
二
時
間
半
に
及
ぶ
報
告
者
と
一
般
参
会
者
と
の
間 

の
ラ
ン
.
ダ
ム
，な
質
疑
.応
答
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
；た
す
ベ
て
の
問
題
に 

逐
一

■=
-

ロ

及

す

る

こ

，
と
：
は

あ

ま

.
り
に
も
煩
瑣
で
、
ま
た
意
味
の
な
い
こ
と
の
よ
ぅ 

に

思

わ

：れ

る

。

評

論

を

通

じ

：て

概

括

的

に

.

い
え
る
こ
と
.
は
、
大
来
、
片
山
の
両 

氏
を
の
ぞ
く
.
四
人
の
報
告
者
が
そ
れ
ぞ
れ
批
判
な
い
し
挑
戦
を
ぅ
け
た
に
も
.か 

か
わ
ら
ず
、、
そ
れ
ら
に
.代
る
べ
き
新
し
い
展
望
が
生
み
出
さ
れ
ず
に
終
っ
た
と 

.
い
ぅ
-:
'

と
.

で
あ
る
。，
の
み
な
ら
ず
、
現
在
南
北
問
題
が
ジ
ャ
ー
ナ

リ

ズ

ム
を
湧 

か
せ
：て
.い
る
ご
と
も
手
伝
っ
て
、.
討

論

の

半

ば

以

上

が

小

島

氏

.
の

報

告

に

集

中 

し
.-
:
'
:他
は
赤
松
氏
の
報
告
以
外
実
質
的
に
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
.て 

も
け
づ
し
て
過
言
で
ぼ
な
い
。
た
と
え
ば
木
下
氏
の
部
告
に
対
'1

.
て
は
野
々
村 

'_
_
*
雄
氏
か
ら
東
西
貿
易
の
大
幅
な
拡
大
へ
の
；疑
義
が
提
出
さ
れ
、
松
井
氏
の
報
h 

费

対

し

て

は

白

石

孝

.(

慶
大)

、
藤
井
茂
め
両
氏
か
ら
開
放
体
制
擁
護
の
反
論

■、
ニ

1

五
' 

.

(

1

〇
五
五)

.



が
：つ
き
つ
け
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
立
ち
消
東
に
終
：っ
た
感
じ
を
杏
定
：で
き
な 

い
。
そ
れ
♦

え
こ
こ
で
は
、
赤
松
，
小
島
両
冼
め
歷
ロ
と
そ
れ
ち
を
め
ぐ
名
若

'

干
，の

論

議

を

と

り

あ

げ

、

.私
見
を
ま
じ
え
..て
論
評
^

加
え
.る

，
こ
：
と

に

^

^

め
.た
.

.

、0'. 
:

V 

:
 
'
I 
.■

■

:g
:

i1〕
.

赤
松
氏
の
報
告
は
.、，
第
.

I

 

.日
•
の
諸
報
告
に
..ひ

と

：
つ
め
.梓

組

を

与 

^

る
役
割
を
饮
た
^

尤
%

に
>'

い
：て
:,

ま
た
大
会
に
お
い
て
系
統
的
に
め
べ
ら 

れ
た
.
た
：だ
ひ
'と
つ
のT

世
界
賀
為
め
進
路
.,
-
.
の
展
望
と
し
.，て

き

わ

め

'
て

重

要

ヤ 

• &

る
。0
木
下
长
も
小
島
氏
.

%
赤
松
報
告
.の
生
旨
を
肯
宠
的
に
う
け
入
れ
、，

自
ら
. 

.
9

主
張
の
背
景
な
い
し
支
柱
と
しy
稹

極

的

に

こ

れ

を

制

用

し

て

い
：：

た

と

見

ら 

九
石
ふ
し
が
あ
る
，
け
れ
ど
も
、；：
赤
松
氏
が
糜
示
し
た
^
^
資
本
主
義
難
の
暗
い 

、ヴ
ィ
ジ
.

：ョ
ン
：に
.
は
い
く
：つ
か
の
固
有
め
弱
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
共
同
討
論
•の
席 

上
で
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と

は

止
む
を
得
な
い
感
じ
が
す
る
。
：
' .

そ
- %

そ
も
歴
史
の
将
来
に
つ
い
て
何
が
予
言
的
な
こ
と
を
#

^

㈤

に
の
ベ
る 

:

と
い
う
.
こ
と
自
体
、
，予
期
せ
to
-'「

意
味
な
き」

.搜
乱
要
因
の
出
現
に
ょ
っ
て
裏 

切
ら
れ
が
ち
な
行
為
で
あ
る
。
：赤
松
報
告
は
、
：資
本
主
義
的
発
展
め
本
質
べ
シ 

ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
的
洞
察
を
も
0

て
す
る
ど
く
迫
る
も
め
.で
は
あ
る
が
、，
報
告
に 

と
っ
て
/

意
味
な
き」

：
要
因
.
の
み
な
ら
ずr

意
味
あ
る」

要
因
す
ら
充
分
に
は 

考
慮
し
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
そ
こ
で
^ '

展
の
主
役
を
わ
.
り
あ
て
ら
れ
て 

い
る
の
は
技
術
ぎ
新
で
あ
る
が
、
生
産
要
素
の
成
長
や
需
要
パ
ク
ー
ン
の
変
:̂ 

は
か
な
.ら
ず
し
も
正
当
な
吟
味
を
.う
げ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
セ
の
点
に
関 

し
て
は
，
白
石
氏
が
火
ロ
増
加(

と
ぐ
に
低
關
発
国
の)

が

赤

松

体-^
に

及

ぼ

す
 

影
響
を
問
題
視
し
た
慧
眼
を
記
憶
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
赤
松
体
系
は 

政
策
変
数
を
明
示
的
に
考
.慮
し
て
い
な
い
た
め
、
政
策
の
変
化
に
よ
つ
て
結
論

も
変
化
す
る
^

い
ぅ
-'

好
ま
し
く
'̂

い̂

味
^

の
フ
レ
ク
：タ
ビ
リ
テ
ィ
.を
も
っ 

v

v>

る
。
'
 

堀

孔

忠

雉

氏

：韋

大

)：

が
、'-
赤
松
歆
告
は
政
策
調
整
に
よ
る
デ
フ
レ
趴 

.
止

め

：贺

漉

性

：を

捨

象

.し
て
い
る
た
め
、
資
本
主
義
世
界
め
今
日
的
現
実
の
推
移 

を
予
鬼
す
--
?

)

に
は
あ
ま
^

.

に
貧
弱
で
は
-̂

い
か
；'
-

と
い
ぅ
趣
旨
の
'批

判

を

投

：じ 

■

た
の
'%

こ
め
意
味
に
.
龙
：い
て
ガ
あ
る
。

'

■

.

;
I

歩
を
ゆ
ず
っ
て
、
赤
松
氏
が
^
略
変
数
と
レ
て
と
り
あ
げ
た
技
術
革
新
の 

基
本
的
‘重
要
性
を
承
認
す
る
と
し
て
も
、‘
そ
こ
に
は
な
抓
技
術
革
新
の
性
格
に 

関
:1
.

て

若

干

：の
難

点
.が
残
る
。
吉
田
義
三
氏
が
指
摘
し
次
よ
ぅ
に
、
赤
松
報
告 

は
技
術
革
新
.の
.
間
歇
的
群
生
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
由
来
す
る
コ
.ン
ド
ラ
チ 

丨
ェ
フ
流
め
長
期
波
動
の
'
貢
徹
を
.

予

想

し

て

，
い

る

が

、

l i
f j

革
新
そ
れ
自
体
が 

連
続
的
に
生
起
し
得
る
よ
ぅ
に
な
れ
ば
そ
の
結
論
は
妥
当
し
な
く
な
る
。

ま 

.

た
:'
"

技
術
革
新
が
順
賀
易
偏
狗
的
が
逆
質
易
偏
向
的
か
に
よ
.っ
て
細
部
の
彫
琢 

に
異
同
を
き
た
す
こ
と
も
考
え
なv

て
は
：な
ら
な
い
。：

.

こ
の
よ
:-
5

に
:>
赤

松

氏

の

ガ

ィ

ジ
ョ
ン
は
付
っ
し
て
無
瑕
な
も
，の
で
は
な
い 

が
、
そ
の
洞
察
に
：.は
い
ち
：お
う
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。：
ま
し
て
、(

大
会
で 

そ
ぅ
で
あ
っ
た
よ
ぅ
にy

代
替
物
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
一
層
そ
の 

.

惑
が
強
い
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
0

.

ハ
、、ハ
ラ
ー
が
最
近
の
論
文
に
•お
い 

.
て

赤

松

氏

七

は
ま
っ
だ
く
逆
に
、
世
界
貿
易
の
明
る
い
'
展
望
を
の
べ
て
い
る
。
 

併
読
す
る
も
の
は
未
来
に
つ
い
て
語
る
こ
' 

と

：の
難
し
さ
と
容
易
さ
を
知
る
こ
と 

、が
.で
き
よ
ぅ
。

.

..

.

.

(

* 

'.̂
Integration ..and Growth.of tne..world .Economy .in.: Historical 

'..Pe3pec.ti.ve、
American' Economic Review,->VOL. LIV, .No. .2- .(Mar, 

196念，： pp. 
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P

小
鳥
氏
の
報
告
を
め
ぐ
っ
て
は
、
議
論
百
出
し
た
わ
り
に
み
：る
べ
キ
C

論
点
が 

少
な
か
o

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
：た
だ
.
、
.第
：一
提
案
に
つ
.
い
て
天
野
明
弘
氏
が 

乗
数
理
論
の
拡
張
に
よ
る
定
式
化
を
あ
.た
え
た
.
こ
と
、
.
吉
田
、
大
来
両
氏
が
実 

現
性
と
資
源
配
分
理
論
の
立
場
：か
ら
か
な
り
有
効
な
批
判
を
加
え
た
こ
と
、
'第 

1.1.

提
案
に
つ
い
.て
天
野
氏
ら
数
氏
が
正
常
ヵ
レ
ン
：シ
ー
と
レ
ン
ト
•
力
レ
ン
シ 

丨
と
の
間
.
£
.
1
.重

レ

ー

ト

出

現

の

：

» 1

能
性
や
、.
.
い
：う
と
こ
ろ
の
収
支
調
整
メ
ヵ 

ニ
ズ
ム
.
の
有
効
性
を
間
題
：と
：し
た
；こ
と
，が
法
目
さ
れ
た
程
度
で
.
あ
る
。バ
そ
こ
：
 

で
、

や

や

蛇

足

的

で

，
は

あ
る

.
が
、：
い
ろ
.い
.
ろ
な
意
味
で
大
会
の
：'人
気
を
.
ぎ

ら

：
っ
：

た

第
一'.提

案

をと
く
に
と
'り
,̂

げ
、：

萆

者

自

身

'のコ
メ
ン
ト
を
追
加
し
て
、
こ 

の
項
を
終
え
:̂

こ
と
；に
し
た
い
。

.

.

.:,

.

;

:

小
島
氏
の
'す
ぐ
れ
た
着
眼
と
そ
の
断
固
た
る
表
明
：は
、
い
つ
も
の
.こ
と
な
が
：： 

ふ
こ
の
提
案
の
随
所
に
光
っ
て
.お
り
、
.
提

案

の

主

張

も

.

か

的

に

か

こ

机

に

反 

対
す
べ
き
材
料
を
現
在
の
筆
者
は
も
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者 

の
考
え
で
は
、
小
島
提
案
は
つ
ぎ
の
ニ
づ
の
点
で
不
完
全
で
あ
り
、
そ
れ
だ
.
げ
. 

現
実
性
も
乏
し
い
も
の
;0
,
よ
う
に
©-

わ
れ
.る
。'
.第
一
.
に
、
.
小

島

氏

の

提

唱

す

る 

よ
う
な
0

?

入
が
実
施
咨
れ
た
場
合
、.
低
開
発
国
は
当
激
ど
新
た
：に
廣
沐
財
以
て 

.
外
の
生
産
要
素
を
.調
達
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、：

そ
の
す
ベ
て
を
：国
内
資
金
の
：み 

に
よ
ら
.
て
ま
か
.
な
え
る
と
い
う
傲
記
ば
'な
'
い
。.
.
.
.
.
し
か
.も
.、.
.そ
う
し
て
雇
用
さ
れ
. 

た
生
産
要
素
に
.
支
払
わ
.れ
る
報
酬
の
所
紙
効
果
を
通
*し
て
外
国
財
に
対
す
る
需. 

要

が

増

加

ず

：る

こ

る

は

明

ら

が

'
で
あ
り
、
輸
出
が
一
層
増
加
し
.
な
い
か
ぎ
り
、
 

国
際
収
支
危
機
は
す
く
な
く
と
も
短
期
的
に
は
激
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
0

. 

D
 

p
 

A
の
.

i

低
開
発
国
の
製
品
輸
出
ぱ
長
期
的
に
著
増
す
る
も
の
と「

仮
定」 

さ
れ
て
い
る
が
、
ぞ
の
仮
定
の
現
実
性
は
な
お
吟
味
の
必
要
が
あ
る
。
い
：ず
れ

.

に
し
て
も
、
D

P

A

の
有
効
化
を
期
す
る
た
め
に
ば
相
当
額
の
追
加
援
助
が
お 

こ
な
^

れ

な

く

：て

は
な
る
ま
い
。
そ
の
意
味
.で
0

卩
<
:
は
け
っ
し
て
自
己
完
結 

的
で
は
な
い
の
セ
あ
.る
。
：：第

-;
.
に
、：
小
島
提
豸
で
は
卩
卩
八
を
通
じ
て
殳
^
国 

の

構

造

調

整

が

：い

.か

に

も'
ス
：
ム

ー

ズ

に

：
お

こ

.
な

わ

れ

得

る

，ょ

ぅ

に

い

わ

.れ
て
い 

る
が.
、
："こ

の

ょ

ぅ

：な

論

法

は

.
と
'も
す
れ
ば
現
実
の
寘
€)
.

困
難
を
隠
蔽
1>
が
ち
で 

あ
る
.0

先
進
国
に
お
け
.
る
構
造
調
整
の
可
能
性
は
.き
わ
め
て
し
ば
し
ば
当
該
国 

の
.
非
経
済
的
な
、
も
し
く
は
政
治
的
な
意
志
決
定
の
.
い
か
ん
に
依
存
す
る
。
た 

■
と
え
ば
先
進
国
が
農
業
保
護
や
斜
陽
工
業
庇
護
の
基
本
路
線
を
修
正
し
な
い
か 

ぎ
？)
；
、
D

P

A

計
画
の
実
施
.
は
構
造
調
整
を
促
進
す
る
こ
と
少
な
く
、
低
開
発 

国
の
.
交
.易
条
件
を
不
利
化
.せ
レ
外
.
る
こ
，と
.务
い
結
果
に
お
ち
い
る
の
で
は
あ
る 

ま
.
い
.̂
'
.

:.
:

:

,

■

.
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-〔
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5

'
:'
.极
上
に
歡
見
し
た
と
.こ
，
ろ

：
か

ら

知

ら

れ

る

ょ

ぅ

に

' 
-
討

論

会

そ
 

.の

％

の

の̂

果
は
取
や
散
漫
な
も
.の
.に
な
り
'終

り

、

「

世

界

質

易

の

進

路

.
，
"

と
 

い
ぅ
共
通
論
題
に
関
し
て
学
会
と
し
て
の

練t

r

解
が
確
立
さ
れ
.な

か

.-?
た

こ 

と
は
も
ち
ろ
ん
，
そ
れ
.
へ
の
接
近
に
#

い
.で

す

：
で

に

視

点

の

分

裂

な

い

.
し

偏

在
 

が

お
0〉

た
と
ど
免
否
め
な
い
。
立
場
や
方
法
を
異
に
す
る
多
く
の
学
者
が
将
来
. 

に
わ
た
る
事
柄
を
論
議
0.
€

象
ど
し
て
.
一
堂
に
$

れ
ば
ン
そ
ゼ
に
.
一
S

 

「

バT

へ
ル
め
'塔
H

が
現
出
す
る
と
.ど
ば
あ
る
程
度
目
に
見
え
て
；
い
：る
.と
も
い
え 

る
。
,-/
結

局

「

世
界
貿
易
の
進
路」

'.一
は
宙
吊
り
の
ま
ま
定
ま
ら
な
い
で
幕
が
お
り 

て
1>
玄
：つ.：た
が
、
：
こ
の
知
性
0

渾
沌
の
な
か
に
坐
れ
出
る
も
の
の
.あ
る
こ
と
を 

筆
者
は
信
じ
片
い>

-

「

九

六

四

：
，
一

:

〇
.

：

^

,
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